（第３号様式）

会議要旨
	会議名
	平成２２年度　第２回館山市中央公民館運営審議会

	開催日
	平成２３年３月１６日（水）

	開催場所
	館山市コミュニティセンター　第１集会室

	出席者
	[委員]　館山市中央公民館運営審議会委員　５名（全員出席）
[教育委員会]　教育長、中央公民館長、中央公民館職員３名

	公開・非公開の別
	公開　一部非公開　非公開

	非公開の理由
	

	傍聴者
	　０名（定員１０名）

	会議概要・結果等
	◇開会

◇教育長あいさつ（教育長あいさつ後、所用のため退席）
◇委員及び職員紹介
◇３／１１東北地方太平洋沖地震に関する公民館の節電対応等報告
・３／１２～１４開催予定のサークルフェスティバルの中止

・３／１９開催予定のたてやまオープンカレッジの中止

・計画停電に伴う臨時休館の対応

・夜間利用の自粛呼びかけなどの節電対応

・赤山地下壕を当面の間、閉壕（参考）

◇議事（審議事項）

（１）公民館、学習等供用施設使用料の改正について（答申案）
（２）平成２２年度事業実施状況について

（３）平成２３年度事業計画について

（４）その他

◇議事の概要
（１）公民館、学習等供用施設使用料の改正について（答申案）

◆事務局より答申案について説明

前回審議会において、審議会に諮問した使用料改正案については、委員の了承を得られており、答申案には団体区分についての考え方についての内容も盛り込んである。
◆質疑・意見
　意見等は特に無く、答申案については、原案のとおり決定した。
◆答申

　黒川会長から植木館長（教育長代理）に答申を提出。

（２）平成２２年度事業実施状況について

（３）平成２３年度事業計画について

◆事務局より説明（関連項目なので、２項目について説明）

・平成２２年度中央公民館（コミュニティセンター）の改修工事等の状況及び平成２３年度中央公民館の改修工事、関連施設の改修工事計画について説明。

・平成２２年度中央公民館講座実施状況及び平成２３年度中央公民館講座事業の計画について説明。

◆質疑・意見

質問　救急救命講習に関して、同じような内容の講習会が、ＰＴＡ、町内会単位などで開催されている。市全体でどのような方を対象にどれ位の回数が実施されているか把握しているか。また、他の団体でも実施されているが、どのように考えているか。
回答　市で実施されている講習会の全体数などは把握していないが、安房消防主催も含め、各団体において講習会が開催されていることは、承知している。このような中で公民館が実施する意味についても検討したが、今回の地震などの災害なども考慮すると、参加人数は少なくても、たくさんの方が受講できる受け皿として開催していくことは意味があると考える。
質問　今回の災害のこともあり、需要も高まると考えられる。昼間しか都合がつかない人、夜しか都合がつかない人など、いろいろいると考えられるが、たくさんの人が講習会を受けられるような機会を提供して頂きたい。
回答　講師となっている消防署からも実績に関する資料の提供などをして頂き、なるべく、たくさんの方が受講できるよう努めていきたい。
（４）その他（使用料改正のスケジュールについて）

◆事務局より説明

①中央公民館が所管する施設ごとに利用者説明会を開催する。

②平成２３年６月議会に条例改正案を上程する予定。

③条例改正議案が可決されれば、１０月１日からの施設の利用について、使用料を徴収する予定。

◆質疑・意見

質問　料金の支払いのタイミングはどのようになるのか。

回答　現状においても目的外利用の利用者からは料金を徴収しており、条例上、利用する日までに支払っていただくこととなっている。規定により還付していないため、実質、利用する日に料金を徴収しており、今後もそのように考えている。

　　　このような形態であると、キャンセルがあっても料金の還付は無いが、中央公民館に関しては、日々の利用件数は３０件前後あり、料金徴収に関する事務も煩雑になることから、月ごとにまとめるなどの方法も含め、今後の検討課題となっている。

以上
◇閉会
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